【別紙３】
指導主事による訪問支援について
１　目　的
学校における「運動習慣」「食習慣」「生活習慣」を相互に関連付けた一体的な取組が円滑に推進されるよう、学校へ指導主事を派遣し、支援を行う。
２　実施期間
　　令和４年６月から令和５年２月
３　対象校及び当日の対応者

　　小学校・中学校・義務教育学校
　　※小学校及び義務教育学校前期課程は、新チャレンジカードを配布することから、３年に１回の割当による悉皆訪問とする。
　　※中学校・義務教育学校後期課程は、希望する学校への訪問支援を行う。
　　※訪問支援当日は、「運動習慣」「食習慣」「生活習慣」形成に係る各担当者が、可能な限り対応すること。
４　内　容

　(1) 新チャレンジカードを活用した取組に係る相談
　(2) 各担当者が連携した取組に係る相談
５　実施方法
 [小学校・義務教育学校]
　(1)  教育事務所担当者は、関係市町村教育委員会を通じて、訪問校を決定する。
　(2)  訪問校は、「指導主事訪問希望調書」を関係市町村教育委員会を通じて、関係教育事務所に提出する。
　(3)  教育事務所担当者は、訪問日を決定のうえ、関係市町村教育委員会を通じて、訪問校あてに連絡する。
　(4)  教育事務所は訪問支援実施後、「実績報告書（任意様式）」を保健体育課担当者あて提出する。
[中学校・義務教育学校]
　(1)  訪問支援を希望する学校は、「指導主事訪問希望調書」を関係市町村教育委員会を通じて、関係教育事務所に提出する。
　(2)  教育事務所担当者は、訪問日を決定のうえ、関係教育委員会を通じて、訪問校あてにに連絡する。
　(3)  教育事務所は訪問支援実施後、「実績報告書（任意様式）」を保健体育課担当者あて提出する。
６　経　費

　　指導主事派遣に係る旅費は、短縮コードM435により対応する。
